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この樹どんな樹？見に行こう！／なんじゃもんじゃの木
みどり探訪／清水の屋敷林

緑の歳時記／ムギクサ
特集／都市のみどりを守るフォーラム2013

「みどりのイベント2013」開催
みどりの窓／「杉並区みどりの実態調査」報告

後世にのこしたい杉並の屋敷林
「緑化事業パンフレット」作成

園芸ワンポイント／ハナショウブ

　毎年4月の末から5月にかけて、阿
佐谷の世尊院前の歩道橋のそばに華や
かな空間が生まれます。満開の白い
花、まるで雪が降り積もっているよう
なその木の姿に思わず見とれたという
方は多いのではないでしょうか。
　これは通称「なんじゃもんじゃの
木」という木です。この妙な名前は
“目立つけれど何だかよくわからない
木”の総称で、地域によっていろいろ
な木がナンジャモンジャと呼ばれてい
るようです。
　この木の正式樹名はヒトツバタゴ
（モクセイ科）といいます。日本では
南のごく限られた地域にしか自生して
おらず、希少種の樹木です。先代のご
住職の時代に檀家の渡邉条次郎氏から
寄進を受け、当時の本堂の前に植えら
れていました。しかし、昭和52年に中
杉通りが世尊院を2つに分ける形で開
通したため、現在の場所に落ち着いた
ということです。
　残念ながら今年の開花時期は過ぎて
しまい、今は他の木々と並んで静かに
葉を茂らせています。来年の初夏に
は、またたくさんの白い花をつけて私
たちを魅了してくれることでしょう。
楽しみですね。
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区内でよく見かける帰化植物

ム ギ ク サ （麦草）
イネ科／ヨーロッパ原産の越年生草本
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清水の屋敷林

清水の屋敷林
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水森公園の南側にある屋敷林は、約1万㎡の広さ
があります。南側半分は生産緑地の畑で、残り半

分は杉並区の保護樹林の指定を受けている屋敷林です。
　ご当主の祖先はこの場所に元禄の頃から住み続けられて
おり、今の当主で17代目だそうです。邸内にはお稲荷さん
も祭られていて、大切に守られています。
　屋敷の北側は、シラカシを植えて防風林としていま
す。他にもケヤキ、ムクノキ、ムクロジなどの落葉広葉樹
やモチノキ、モッコクなどの常緑広葉樹、モウソウチク
などの混交林があります。
　なかでも高さ30mを超える幹周り4mほどの大きな
ケヤキは、杉並区の貴重木に指定され、辺りいっぱいに

はほぼ無毛で高さ 10～60cmになり、よく分枝して株にな

り束生します。葉は柔らかく長さ 5～10cmで、両面の脈

状に軽毛があり、基部には葉耳※1 があります。

　春から夏にかけ茎先にビール麦やライ麦を思わせる 5～10cmほ

どの穂をつけます。小穂※2 の先には長いのぎ※3 があります。

　明治初期に横浜で採集されて以来、現在では本州以南で普通に

見ることができます。オオムギの品種改良の遺伝子源として使わ

れることがあります。

　区内では和田堀公園、善福寺川緑地沿いによく見られます。

※1 葉耳：葉の基部の両端が耳状に突出したもの
※2 小穂：イネ科やカヤツリグサ科の花序の基本になる部分。たくさん集まって穂になる。
※3 のぎ：細長い毛状、またはとげ状のもの

みどりを茂らせ、素晴らしい景色を演出しています。
　この屋敷林は、夏は緑陰と葉からの蒸散で涼しさを提
供し、冬には乾燥を和らげる役割など、まさに天然のエ
アコンのようです。周辺の地域に新鮮な空気がいつも満
ちあふれるように、周りの人々に快適な空間を提供して
います。
　一方、ご当主は「木々の落ち葉などでご迷惑をおかけ
することもありますが、近隣の方々からよき理解をいた
だいています。」と感謝しておられました。畑にはウメ
なども植えて、幼稚園の子どもたちが喜んで遊べる機会
を設けられています。
　今回の取材を通じて、ご当主と奥様の穏和な人柄にふれ
ながら、地域の方々への素敵な心遣いを感じました。

ようじ

しょうすい

◀壮観な屋敷林

▲延々と続く生垣

▲貴重木のケヤキ

▼ムクロジの実（黒い種子は追い羽根の玉に使われます。）







後世にのこしたい
杉並の屋敷林

　新しい緑化事業パンフレット「まちのみどりを育て・創り・
守るために」を作成しました。区民の皆さんに助成制度のこ
とやみどりの保全や育成等、杉並区の緑化事業全般について
紹介しています。区役所みどり公園課と各公園管理事務所に置
いてありますので、ぜひご覧ください。

竹ぽっくり制作

シュロで作ったバッタ

「後世にの
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今年度はナミーが初参加しました

高井戸中によるパネル展示

新しい緑化事業
パンフレットを
作成しました
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　「後世にのこしたい杉並の屋敷林」では、多くの

皆さんから区内の素敵な屋敷林を推薦いただきまし

た。その中から外部委員による選考委員会を経て、

12か所(グループを含む)の表彰地を選びました。

　みどりのイベント2013（上記参照）で表彰式を

行いましたが、このような素晴らしい屋敷林を広報

すぎなみやリーフレットなどでも紹介しています。

　今回、紹介できなかった場所以外にも、杉並区に

はまだまだ多くの屋敷林が残っています。皆さん

も、これを機会に自分の好きな屋敷林を探してみま

せんか。



編 集 後 記 「みどりとひと」はみどりのボランティアと協働で編集しています。

指導：澤地家治  先生

みどりに関する相談は
塚山公園みどりの相談所
☎03－3302－9387
杉並区下高井戸5-23-12
毎週土・日曜日　午前9時～午後4時30分
休所日・年末年始（12／29～1／3）

◆植替え（株分け）
　ハナショウブは大株になると衰える性質があるので、
2～3年に一度は植替え（株分け）をします。適時は、
花期終了直後が最も良く、真夏は避けます。植替えの時
には肥料を与えず、条件が良ければ半月くらいで活着し
ます。
　まず、株を鉢から出し、古い土を良く落とします。
　花の終わった花軸をハサミなどで元から切り、1芽ず
つに分けます。葉も長さの1/2の扇形に切詰めて植付け
ます。土は田土（荒木田）のような重い土と腐葉土を混

く さ ば な

みどりの新聞　みどりとひと160号　平成25年7月21日発行
 編　　 集／ みどりのボランティア
 編集・発行／杉並区都市整備部みどり公園課  〒166-8570  杉並区阿佐谷南1-15-1  ☎03－3312－2111
  「みどりとひと」は区ホームページでもご覧いただけます。  http://www.city.suginami.tokyo.jp/

ハナショウブ
～開花後の手入れの仕方～

ハナショウブの魅力
　空が薄墨色に覆われ、梅雨
が訪れる頃、水気をいっぱい
含んだハナショウブがほころび始めます。満開に
なった花を菖蒲田にたたずんで観ると、花に酔っ
て、思わず夢心地になります。

ぜたものが良いでしょう。7号くらいの鉢の中心に苗を
2～3本植えます。受け皿に1cm程度水を入れ、鉢を浸
し続けます。
　残暑が過ぎ、9月の彼岸頃までは肥料を与えないで管
理します。その後、鉢を浅水より上げ、寒くなって葉が
枯れるまで速効性の薄い液肥を与えます。11月に枯葉を
刈り取り、日当たりの良い場所で冬を越します。
◆置き場所
　なるべく日当たりの良い場所に置きます。一日の半分
くらいしか直射日光が当たらない場所に置くと倒伏しや
すくなります。一方、日当たりが良ければ土質を選ば
ず、小さな鉢でも立派に咲かせることができます。
◆肥料
　ハナショウブは冬に休眠する宿根草で、秋に根に蓄積
した養分で、翌年、葉や花を作ります。そのため、秋に
十分な肥料を与えることが最も大切です。植替えの時に
は決して元肥を混ぜないで、少なくとも1か月以上経っ
てから、十分に発根したのを確かめてから追肥します。
◆水やり
　アヤメほど乾燥に強くなく、カキツバタのように水の
中が好きでもないので、鉢植えの場合は、受け皿に少し
の水が残るくらいが良いです。

  ハナショウブ アヤメ カキツバタ
適地 乾地、湿地いずれも適応 乾燥地、草原、傾斜地 低湿地、浅水の池沼
葉 幅は中くらい、主脈中肋著しい 幅は狭い、主脈は目立たない 幅は広い、主脈は目立たない
開花期 5月下旬～6月中旬 5月上旬～中旬 5月上旬～下旬
外花被 基部にわずかな黄色 基部に紫褐色の網目模様あり 基部に黄・白斑あり

●ハナショウブといえば広い菖蒲田でみるものと思っていたけれど、澤地先生に育て方を伺ってなんだかとても身近な花になりました。（朋）
●照葉の　青葉こんもり　屋敷林（石）
●屋敷林の取材に伺い、広大さに驚き、守っていらっしゃる方々が人間的に素晴らしく、この方達だからこそと心から感銘しました。（原）
●私たちを癒してくれる可憐な草花には、蕾から枯れ果てるまでわずか数週間という儚い人生ならぬ「花生」が…なんて思うこの頃です。（羽）
●「枕草子」に「大きにてよきもの」とされているのは、当時植えられていた大粒のタンバホオズキ。浅草観音様のホオズキ市で見ることができました。（山）
●区内のみどりを求めて、善福寺川大谷戸橋付近に点在して開園した公園あり。これも歴史の流れの1こまを感じます。（中）
●初めて「なんじゃもんじゃの樹」を見ました。遠くから見ると華やかですが、一つ一つの花は地味で細い花びらが珍しい。来年は友人を誘って見に行きたい。（芳）

◆ハナショウブ、アヤメ、カキツバタの違い

株分け 植付け

①根をなるべく切らないよう
に掘り上げ、葉を全体の1/2
くらいに切り詰める。

②花茎を根元から切る。 ③花茎の真ん中から2
つに割るように、はさ
みや刃物で切り離す。

④花茎を根元から切った
時、子株にも根がつく
ようにする。 水を浅く溜める。

受け皿

みどりの相談所の

先生に聞く

葉の中央を縦に通っている太い葉脈

中肋（ちゅうろく）


